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　北上山地最大の遠野-栗橋花崗岩体の地形判読を実施した．判読には5mメッシュDEMから作成した10万分の

1立体斜度図（CVESマップ；横山ほか，2012）を用いた．新たに見出された環状断層（ring fault；RFと

略）は遠野北部岩体東半と同南部岩体および栗橋岩体にある．遠野北部岩体のRFは環（直径約13km）の東部

に当る二重の弧状断層で，断層に沿って花崗斑岩が貫入する．同南部岩体のRFは長楕円形（長径約11km，短

径約4km）で，長軸は西隣の人首花崗岩体の伸長方向と平行である．栗橋岩体のRFは長径約11kmで二重であ

る．これらのRFはコールドロンの深部構造に相当しよう． 

　遠野北部岩体は時代の異なる累帯深成岩体からなる（西村ほか，1999）が，岩体周縁の古期岩体は環状の

台地，岩体中心の新期岩体は大きく侵食された低い丘陵地である．両地形は環状に分布する急斜面で分離さ

れ，斜面上端と下端に遷移線が認定され追跡される．台地をつくる古期岩体は新期岩体の接触変成作用を受け

て再結晶化して堅硬になり，台地として残存していると考えられる． 

　遠野-栗橋岩体には東北東-西南西ないし東西方向の平行した断層（parallel fault；PFと略）が多数分布

し，中には長さが10kmに達するものがある．PFは古期岩体のみに分布し，母岩古生層には連続せず，新期岩

体には分布しない．したがって遠野-栗橋岩体の形成史は，古期岩体貫入とRF（コールドロン）形成，PF形

成，新期岩体貫入と古期岩体への接触変成作用の順となり，古期岩体と新期岩体の間にはPFが形成された時代

に相当する年代差があることになる． 
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